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本会議場 

出席者 : （会場）ナースプラザ福岡 2F 302研修室 

 会  長  外山洋子 

副 会 長    倉重康彦、緒方昌倫、大久保文彦 

総務局長  池上新一 

     運営理事    田代恭子、佐藤謙一、加藤康男、木村賢司 

新田誠 、佐藤房枝、野田哲寛、浦園真司 

参  与  西浦明彦 

     監  事    小山宣輝、北里謙二 

書  記  市丸加奈子 

事 務 局    金子千代美 

欠席者： 運営理事  嶋田裕史、生田幹博、牟田正一 

書  記    高木奈穂 

 

【議 事】 司 会  総務局長 池上新一          

 

◇議 題  

1. 令和6年度定時総会について                         池上総務局長          

2. 全国臨床衛生検査技師会会長会議報告                 外山会長      

3. 日臨技理事会報告                         倉重副会長 

4. 災害協定の進捗状況                                    外山会長 

5. 全国「検査と健康展」について                    外山会長                                    

6. 各部報告 

7. 各地区報告                       

8. その他                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇外山会長挨拶 

皆様、こんばんは。会長としては最後の理事会となります。本日は欠席者も多い

ようですが、皆様方のご意見をよろしくお願いいたします。 

 

  1. 令和6年度定時総会について                       池上総務局長 

13：00 に役員の方々には集合いただき、準備を進めて行く。資格審査は木村運営

理事に統括をお願いする。生田運営理事と私で表彰式含め運営の打ち合わせを行う。

13：30 からは各部会議ですので、関係の理事の方はそちらの対応となる。今回、初

めての試みであり、どれくらいの役員の方々が重複するかが心配ではある。14：30

からは総会を始める。司会は私が担当する。開会の宣言は緒方副会長にお願いする。

議長等の選任後、外山会長の挨拶が入る。審議へと移っていくが、各運営理事に発

言はお願いする。4～6 号議案は人事関連の審議となるので、役員推薦委員長である

長谷技師に発言をお願いしている。審議終了後、会長交代となるので新旧の会長に

挨拶をお願いする。閉会の挨拶は倉重副会長にお願いする。 

総会と表彰式のレイアウトを提示していますので、役員一同でセッティングをお

願いします。今年度は総会から表彰式へと県関係者の都合で逆になっています。横

断幕の設置や音響の準備等もよろしくお願いします。受付や総会中のマイク係、PC

操作とについては後日指示いたしますので、ご協力をお願いします。 

 

2. 全国臨床衛生検査技師会会長会議報告               外山会長 

    4月 13日（土）13時から WEB開催。 

内容は令和 6 年度の事業計画および事業計画による各県技師会への協力願い、予算

説明。前回の会議で議題となっていた生涯教育申請での総予算 100万円のうち 20万

円を県学会に使用する案は却下となった。福岡から災害対応について県と医師会と

協議を行っている旨を報告し、今後の進め方など具体的説明を求めたことで、4 月

23日の災害対策会議へ参加した。 

 

3. 日臨技理事会報告                       倉重副会長 

 資料提示あり。 

    九州支部報告。 

九州支部監事会・役員連絡会議を 6月 29日（土）14時より博多区のリファレンス

駅東ビル貸会議室にて開催予定。開催に際して九州臨床検査薬卸協議会との災害対

策協定締結に向けた話し合いを行う予定。 

九州支部学術部門長会議を 5月 9日に WEB開催予定。日臨技総会が 6月 22日（土）

10：00よりステーションコンファレンス川崎にて開催予定。 

令和 6年度第 1回理事会（4月 27日（土））報告。 

    日臨技ホームページに臨床検査技師の紹介ビデオが掲載されているが、20 年ほど

前に制作された古いものであり、再作成を行う。費用は動画 330万、YouTube インス

トリーム広告として 220万。 

    現在 7 万人を超える入会者となっているが、今年度は 7 万 2 千人の会員獲得を目

指して取り組んでいく。 



   IFBLS2026の Ver.1 のポスターがお披露目となっている。Ver.1なので今後、変更さ

れていく可能性があります。 

    6月からの診療報酬改定に伴う賃上げとなりますが、各施設でどのように実施され

るかを、日臨技理事を対象に調査を行う。 

    令和 6 年度の定時総会に於ける議決権行使の促進。今回の総会は定款の改訂があ

り正会員の 2/3 以上の議決が必要となる。都道府県技師会への協力依頼を行い、施

設情報を含む未行使者リストを配布する。それでも 2/3 に達していなければ再案内

はがき送付を考え予算も計上されていたが、今回は実施しないので、各技師会でリ

スト等を参考に再度呼びかけを行っていただく。福岡県は前回 60.数％であったので

目標の 67.7％には達しませんでしたので、一斉メールやホームページを活用して目

標を達成したい。 

    臨地実習指導者講習会開催状況。現在までに 1,714 名の方々が履修されており、

目標には達成している。教育協議会から指定されている施設で履修されていない所

もあるが、指定外で履修されているところもあり、かなりの病院数が確保できてい

る。 

    タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会開催状況。九州支部は

29.4％しか受講していない。首都圏支部は 19.4%であるが大規模講習会（300人規模）

を月数回開催を予定しており、今後伸びてくると思われる。 

    全国学会開催状況。今年の 73 回学会は 5 月 11-12 日に石川県にて開催。第 74 回

は鳥取県が担当で大阪国際会議場、第 75回は IFBLSと一緒で青森県が担当で幕張メ

ッセ、第 76回は長崎県が担当で出島メッセにて開催予定。 

    支部学会は資料の通り今年は鹿児島です。 

    支部研修会開催状況。去年の開催状況は九州支部は 9部門すべてが開催している。 

    令和 6 年能登半島地震の概要報告。日臨技からリエゾンとして数名の理事が現地

入りされている。経過等、資料を確認して下さい。4ページには臨床検査振興協議会

から無償提供された試薬等が記載されています。激震災害に指定されているので費

用については国から補助されます。病院対応や避難所対応をされた検査技師の有志

の方々は 550 名に上っています。日当や交通費は日臨技から支払われているが、こ

ちらも国から補助されると思います。 

    DVT活動の総括。1123の検査をして血栓保有者 96名、8.5％に血栓あり。通常 4％

くらいと言われているので、倍の保有率となっていた。 

  

4. 災害協定の進捗状況                                  外山会長 

  現在、福岡県庁と会議を重ねている。4月25日に大久保副会長、緒方副会長と3名 

で県庁にて話し合いを行った。日臨技の方向性も確認したいとのことで、次回会議

には日臨技からも参加をお願いしたい。実りある協定締結に向けて調整している。

九州臨床検査薬卸協議会との協議内容も九州支部監事会時にお話しいただき、でき

れば同一内容で九州全体が協定を結べるように準備を進めている。 

 

5. 全国「検査と健康展」について                   外山会長 

    日臨技より全国「検査と健康展」開催要請が来ている。本来なら福岡地区が担当



であったが、昨年は福岡地区が県学会担当であった為、筑豊地区が交代し開催頂い

た。今年は福岡地区にて開催をお願いしたい（新田福岡地区長承認）。11 月開催で

準備を進めていただき、日臨技へは実施する旨の返答を行う。 

   

  6. 各部報告 

●管理・運営（生田欠席のため総務局長） 

  資料あり。 

発送文書は総会に関するものが中心です。 

2024年度会費納入者数は資料の通り。 

●財務管理部長（田代） 

6月にまとめて報告。 

●学術部長（佐藤） 

  資料あり。 

    研修会実施状況は資料の通りです 

    県学会について。 

県学会の当日の現金取り扱いを減らす為、事前参加申し込み制度 PassMarket を

導入した。すでに大阪府や岡山県などでも導入されている。手数料は取扱額の

3.564％で 1 人当たり 35 円。Yahoo が運営しており YahooID を持っていれば

paypayやクレジットカード、コンビニ払いが可能。IDを持っていない方はクレ

ジットカード払いのみです。 

一般演題の審査は 1 次審査として座長、前年通り記録映像にて学術部門および

理事にて 2次審査を行う。 

    各地区副部門長の日臨技システム権限の付与について。 

     各地区部門長には日臨技システムの権限を与え、研修会の参加登録であったり

と管理を行っていただいている。Zoom 研修も広がったことで、部門長の負担が

大きくなっているとの声があり、負担軽減のためにも副部門長にも権限を付与

して頂きたい。（協議の結果、総会時に学術部門会議があるので各部門の状況も

把握して頂いたのち、再検討することとなった） 

●精度管理（牟田欠席のため大久保副会長） 

        資料3枚。 

     令和6年度の試料作成および発送費の見積もり説明。ほぼ前年同様で予算計上項

目でもあり、問題なく承認となった。 

●広報・情報管理（嶋田欠席のため総務局長） 

資料あり。 

 総会議案書の発送は終了。 

 会誌ふくおか 1号、県学会抄録となりますが 5月 29日発送予定。 

●企画運営（木村） 

  タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会は 8月開催を予定に準備

を進める。 

●公益事業部長（加藤） 

資料あり。 



4月 13日（土）に第 20回福岡県医学検査デー 市民公開講座を開催したが、一般

参加は 4名であった。 

6月 9日に「市民の健康を歯と口から守る集い」の会議が開催予定。 

 

7. 各地区報告 

●福岡地区（新田） 

    資料に沿った会議開催報告。内容は来期の検査研究部門の人員報告、来期の活動

について等。昨年は日臨技申請が上手く行われていなかったので、今年は早めの

対応を行っていく。 

●北九州地区（佐藤） 

    資料に沿った会議開催予定および研修会開催報告。 

    地区の事業等に関して、大きく組織のメンバー変更が行われるので、新旧の意見

を出し合いながら、年度計画を作成している。 

●筑後地区（野田） 

 資料に沿った報告。 

4 月 18 日に筑後地区前期講演会を開催していますが、参加者の修正です。参加は

現地 41名、WEB69名の計 110名でした。 

●筑豊地区（浦園） 

資料に沿った会議開催および研修会開催報告。10月 14日は健康 21世紀福岡県大        

会開催予定。 

県学会の抄録集が理事の方々の手元にあると思います。5月 10日が校了完了予定

ですので、本日中にご確認、ご指摘ください。シンポジウムの講師、座長への派

遣依頼書は配布完了。現在、一般演題の座長、実行委員への派遣依頼書は作成中。 

 

8．その他                           

1. 後援依頼 2件  

申請団体 ：関門地域感染症研究会   

第 97回抗菌薬適正使用セミナー  2024/6/13  

申請団体 ：福岡県病院協会    

第 15回県民公開医療シンポジウム 2024/8/24 

                            反対意見なく承認された。 

 

    

  議事録作成 令和 6年 5月 10日 

池上新一 

 

 

    議事録署名 

    

  

              印           印           印 


